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民生費
13億0,851万円
民生費
13億0,851万円

総務費
9億4,767万円
総務費
9億4,767万円

教育費
6億9,477万円
教育費
6億9,477万円

衛生費
4億1,667万円
衛生費
4億1,667万円

公債費
3億7,932万円
公債費
3億7,932万円

土木費
3億4,089万円
土木費
3億4,089万円

消防費
2億4,807万円
消防費
2億4,807万円

その他
3億5,465万円

その他
3億5,465万円 農林水産業費、商工費、

議会費、諸支出金、労働
諸費

農林水産業費、商工費、
議会費、諸支出金、労働
諸費

【その他内訳】【その他内訳】

町税
22億0,217万円
町税
22億0,217万円

地方交付税
6億3,444万円
地方交付税
6億3,444万円

町債
3億2,930万円

町債
3億2,930万円

繰入金
3億7,821万円
繰入金
3億7,821万円

繰越金2億7,415万円繰越金2億7,415万円

国庫支出金
3億4,185万円
国庫支出金
3億4,185万円

県支出金
2億7,473万円
県支出金
2億7,473万円

その他
5億3,489万円

その他
5億3,489万円 地方消費税交付金、諸収入、

使用料及び手数料、地方譲与
税、自動車取得税交付金、分
担金及び負担金、地方特例交
付金、株式等譲渡所得割交付
金、配当割交付金、財産収入、
寄付金、交通安全対策特別交
付金、利子割交付金

地方消費税交付金、諸収入、
使用料及び手数料、地方譲与
税、自動車取得税交付金、分
担金及び負担金、地方特例交
付金、株式等譲渡所得割交付
金、配当割交付金、財産収入、
寄付金、交通安全対策特別交
付金、利子割交付金

【その他内訳】【その他内訳】

町　　　税…個人町民税や軽自動車税で増額とな
りましたが、固定資産税・都市計画
税・法人町民税及び町たばこ税とも
減額となり、町税全体では前年度よ
り、5,199万2,002円の減額となり
ました。

地方交付税…「人口減少等特別対策事業費」が算定
項目に加わり、基準財政需要額が増
額となったことから4,642万円増額
となり、地方交付税の振替として発
行される臨時財政対策債も969万円
の増額となりました。

歳 入

安全安心　　　…防災行政無線のデジタル化工事
　の確保対策　　が完了し、町有施設に防犯カメ
　　　　　　　　ラの設置を行いました。
都市基盤の整備…道路維持補修事業、都市計画道
　　　　　　　　路整備事業等を実施しました。
農業基盤の整備…小規模農村整備事業による水路
　　　　　　　　や農道の整備を実施しました。
教育環境の充実…東小学校のトイレ改修工事や町
　　　　　　　　民体育館のトイレ改修工事など、
　　　　　　　　教育施設の改修が行われました。

歳 出
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平成28年

９月定例会
　平成28年第３回議会定例会が、９月６
日から16日までの11日間の会期で開かれ、
報告１件、諮問２件、決算認定６件など13
議案が上程され、慎重なる審議を行いまし
た。また初日には５名の議員が一般質問に
立ち、町の考え方について質問しました。

平成27年度 一般会計決算平成27年度 一般会計決算

▼9 　6 916

　《本会議》
　　　　6日　一般質問
　7日・16日　議案審議
　《委員会》

　　　　8日　総務文教
　　　　9日　福祉産業

町に入ったお金 49億6,974万円

※万円未満四捨五入

町が使ったお金 46億9,055万円



特別会計・事業会計決算の概要
会　計 決算額 歳入歳出予算現額に対する 概　要

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

歳入 16億3,125万円 収 入 率 98.7% 高齢化や医療技術の高度化により保険給付費の増加が見込まれるため、医療
費抑制のため特定健診等の事業を関係
機関と協力し、進めていく必要がある。

歳出 15億7,756万円
執 行 率 95.5%差引 5,369万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

歳入 9,985万円 収 入 率 100.1% 年々増加傾向にある医療費を抑制する
ため、健康意識向上の活動等を進めて
いく必要がある。

歳出 9,677万円
執 行 率 99.7%差引 308万円

介 護 保 険
特 別 会 計

歳入 ９億3,716万円 収 入 率 101.8% 高齢者の自立支援につながる介護予防
への取り組みや、適正なサービス提供
の取り組み等の強化が必要である。

歳出 ８億7,949万円
執 行 率 95.5%差引 5,767万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳入 ２億9,040万円 収 入 率 100.2% 下水道工事を推進工法（地中を推進機で掘進する）で53.5ｍ、開削工法（地
盤を直接掘削する）で1,507.8ｍ実施
された。

歳出 ２億7,256万円
執 行 率 94.0%差引 1,784万円

水
道
事
業
会
計

収益的収支
収入 ２億5,624万円

収益的収支においては、差引395万円の純利益を計上できた。
前年度と比較し、給水人口は減少したが、使用水量は増加した。支出 ２億5,229万円

差引 395万円

資本的収支
収入 764万円 資本的収支において、不足する額は損益勘定留保資金等で補

填をし、収支の均衡が図られた。群馬東部水道企業団のメリッ
トを生かし、将来にわたり安全安心な水の供給に向け努力さ
れることが望まれる。

支出 １億6,686万円
差引 △１億5,922万円

監
査
報
告

監
査
報
告

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
関

係
諸
帳
簿
、
証
書
類
は
整
備

さ
れ
て
お
り
、
計
数
的
に
も

正
確
で
あ
り
ま
し
た
。
総
体

的
に
基
金
運
用
も
含
め
、
ほ

ぼ
健
全
な
行
財
政
運
営
が
な

さ
れ
て
お
り
、
予
算
も
効
率

よ
く
執
行
さ
れ
、
行
政
目
的

が
達
成
さ
れ
た
も
の
と
認
め

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
町
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
収
入
未
済
の
解
消

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組

み
を
望
み
、
歳
出
は
全
体
的

に
不
用
額
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
予
算
請
求
時

に
的
確
な
見
積
も
り
を
行
う

と
共
に
、
補
正
予
算
で
減
額

を
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
後
と
も
行
財
政
運

営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図

り
つ
つ
、
住
民
福
祉
の
増
進

と
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
よ
り
一
層
努
力
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
審
査
意

見
と
し
ま
す
。

千
代
田
町
監
査
委
員

　

白
石 

正
躬

細
田 

芳
雄
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民生費11万2,434円

〈一般会計決算の主な内訳〉町民一人あたりこのように使われました（　）の数字は総額

40万3,037円（平成28年８月末現在 人口１万1,638人）

（13億0,851万円）

総務費８万1,429円 教育費５万9,698円

（９億4,767万円） （６億9,477万円）

衛生費３万5,802円

（４億1,667万円）

公債費３万2,593円

（３億7,932万円）

土木費２万9,291円

（３億4,089万円） （３億5,465万円）

その他３万0,473円

（２億4,807万円）

消防費２万1,315円
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委員会構成・内容

◎事件名
認定第１号「平成27年度千代田町一般会計歳入歳出決算の認定」
認定第２号「平成27年度千代田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定」
認定第３号「平成27年度千代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定」
認定第４号「平成27年度千代田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定」
認定第５号「平成27年度千代田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定」
認定第６号「平成27年度千代田町水道事業会計歳入歳出決算の認定」

◎審査年月日　平成28年９月12日・13日
◎委員会構成　議員全員（委員長：髙橋 祐二　副委員長：川田 延明）　

決算審査特別委員会にて、平成27年度の
各会計決算を詳細に審議しました。
その中で出された質疑の一部を紹介します。

決算審査決算審査特別委員会特別委員会

委員会構成・内容

問

町
内
の
河
川
の
水
質

検
査
結
果
は
。

答

年
２
回
、
２
月
と
７

月
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
、異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

不
法
投
棄
の
現
況

は
。

答

量
は
、
減
っ
て
い
ま

せ
ん
。
不
法
投
棄
さ
れ
な

い
よ
う
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問

動
物
の
死
骸
処
理
委

託
料
が
46
万
円
あ
る
が
処

理
件
数
は
。

答

道
路
等
の
屋
外
で
死

亡
し
た
場
合
の
処
理
件
数

は
73
件
で
す
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
数
は
。

答

本
町
で
は
約
７
５
０

名
で
７
％
ほ
ど
で
す
。
県

内
で
約
３
・
０
％
で
す
。

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
還
元
率
は
。

答

27
年
度
は
約
40
％
で

す
。

問

防
災
訓
練
の
評
価

は
。

答

前
回
初
め
て
住
民
参

加
型
を
試
み
た
結
果
、
い

ろ
い
ろ
な
訓
練
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
訓
練
も
住
民
参

加
の
も
と
実
施
し
て
い
き

た
い
。

問

公
共
路
線
バ
ス
の
本

数
が
減
っ
て
い
る
の
に
負

担
金
が
減
っ
て
い
な
い
の

は
。

答

本
数
が
減
っ
た
分
の

運
転
手
の
人
件
費
が
約
30

万
円
減
っ
て
い
ま
す
。

一

般

会

計

決

算

主
な
質
疑
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平成27年度各会計決算

徹底審議
問

防
火
水
槽
の
新
設

は
。
ま
た
飲
用
に
で
き
な

い
か
。

答

舞
木
地
区
の
１
基
の

み
で
す
。
土
地
が
見
つ
か

ら
な
い
の
が
要
因
で
す
。

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に

一
番
に
必
要
な
の
が
飲
用

水
で
す
の
で
、
今
後
更
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

学
童
保
育
の
管
理
運

営
（
学
習
や
遊
び
の
援
助

メ
ニ
ュ
ー
）
に
つ
い
て
問

う
。

答

安
全
で
家
庭
的
な
保

育
を
目
的
と
し
、
基
本
的

に
は
宿
題
や
季
節
ご
と
の

行
事
も
行
い
、
屋
外
で
は

事
故
の
な
い
よ
う
遊
ば
せ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
人
材
に

関
し
て
は
、
学
校
教
員
免

許
や
幼
稚
園
教
諭
免
許
・

保
育
士
資
格
を
持
つ
子
育

て
に
精
通
し
て
い
る
方

で
、
安
全
で
家
庭
的
な
時

間
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

問

臨
時
職
員
の
保
育
士

の
応
募
が
な
い
と
聞
い

た
。
原
因
は
。

答

給
料
は
、
近
隣
市
町

村
で
差
が
無
く
、
慢
性
的

な
人
材
不
足
で
あ
り
本
町

に
限
ら
ず
応
募
は
少
な
い

状
況
で
す
。
派
遣
会
社
を

通
じ
人
材
確
保
を
し
て
い

ま
す
。

問

臨
時
職
員
と
パ
ー
ト

は
給
料
が
上
が
ら
な
い
の

で
人
材
不
足
な
の
で
は
。

答

臨
時
職
員
に
つ
い
て

は
、
２
・
３
年
勤
め
て
い

た
だ
い
た
方
は
、
上
が
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
は
、
近
隣
の
様
子

を
見
な
が
ら
決
め
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

問

病
児
病
後
児
保
育
室

が
館
林
市
の
小
柳
医
院
に

あ
る
が
、
本
町
で
は
ど
の

く
ら
い
利
用
し
て
い
る
の

か
。

答

現
在
の
登
録
人
数
は

23
人
で
、
平
成
27
年
度
は

5
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。

問

教
材
用
備
品
は
適
切

に
揃
え
ら
れ
て
い
る
か
。

答

各
学
校
ご
と
に
、
予

算
を
組
む
前
に
先
生
方
と

協
議
し
必
要
な
物
に
順
位

を
付
け
て
購
入
し
て
い
ま

す
。

問

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に

優
秀
な
講
師
を
招
い
て
い

る
か
。

答

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

野
球
で
あ
れ
ば
岡
島
選

手
、
レ
ス
リ
ン
グ
で
は
松

本
選
手
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
で

は
外
部
指
導
者
を
招
い
て

講
習
会
を
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。

問

学
校
給
食
で
の
食
材

と
食
べ
残
し
に
つ
い
て
。

答

食
材
は
地
場
産
を
可

能
な
限
り
使
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
生
産
者
に
対

し
て
良
い
品
質
の
食
材
を

納
品
し
て
も
ら
え
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

栄
養
士
や
学
校
の
給
食
主

任
と
毎
月
献
立
会
議
で
協

議
し
た
り
、
子
供
た
ち
の

意
見
を
聞
い
た
り
し
て
食

べ
残
し
の
無
い
よ
う
に
献

立
を
た
て
て
い
ま
す
。

問

英
語
教
育
で
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
を

１
名
追
加
し
た
が
効
果
を

聞
き
た
い
。

答

幼
稚
園
で
は
遊
び
の

中
で
楽
し
み
な
が
ら
英
語

に
ふ
れ
る
事
が
で
き
て
い

ま
す
。
小
学
校
で
は
授
業

時
間
が
増
え
ま
す
が
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
付
い
て
い
ま
す
の

で
生
き
た
英
語
に
ふ
れ
る

事
が
で
き
、
正
し
い
発
音

に
慣
れ
親
し
む
面
で
大
変

よ
い
事
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問

人
権
関
係
の
事
業
費

や
集
会
所
と
公
民
館
の
運

営
費
に
つ
い
て
、
支
出
部

署
を
分
け
る
事
自
体
が
差

別
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答

国
、
県
の
補
助
金
の

関
係
で
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
予
算
編
成
上
の
問
題

と
い
う
事
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
集
会
所
は

地
元
の
人
の
理
解
を
得
な

が
ら
改
善
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。



千代田町議会だより「大河」136号　平成28年11月１日発行 6

国
民
健
康
保
険

問

健
康
診
断
の
受
診
率

が
52
％
だ
が
、
受
診
率
を

上
げ
る
た
め
に
ど
ん
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の

か
。

答

県
内
で
も
上
か
ら
６

番
目
で
決
し
て
悪
く
は
な

い
で
す
。60
％
を
目
指
し
、

毎
年
ハ
ガ
キ
を
出
し
た

り
、電
話
を
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

問

上
水
道
老
朽
管
布
設

替
え
の
予
定
と
漏
水
に
つ

い
て
。

答

現
在
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
残
っ
て
い
ま
す
。
27
年

よ
り
群
馬
東
部
水
道
企
業

団
の
10
年
計
画
で
完
了
さ

せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
漏

水
の
多
い
箇
所
は
早
め
に

布
設
替
え
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

問

消
火
栓
は
全
体
で
何

基
あ
る
の
か
。

答

消
火
栓
は
、
館
林
地

区
消
防
組
合
か
ら
の
委
託

に
よ
り
町
全
体
で
２
３
０

基
管
理
し
て
い
ま
す
。
新

設
に
つ
い
て
は
消
防
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
年
間
１
カ

所
ず
つ
増
設
し
て
い
ま

す
。

問

各
種
団
体
個
人
の
町

代
表
選
手
に
対
し
て
の
派

遣
費
に
つ
い
て
。

答

登
録
料
は
町
で
負
担

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

給
食
セ
ン
タ
ー
で
学

校
が
夏
休
み
の
時
、
職
員

は
ど
の
よ
う
な
作
業
を
し

て
い
る
の
か
。

答

普
段
で
き
な
い
施
設

内
の
作
業
場
所
や
給
食
用

備
品
の
清
掃
等
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

夏
休
み
の
職
員
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問

町
税
で
固
定
資
産
税

の
滞
納
が
多
い
が
、
今
後

の
対
応
は
。

答

現
年
度
の
滞
納
分
が

１
７
３
名
、
滞
納
繰
越
分

が
１
９
５
名
で
す
。
差
し

押
さ
え
し
て
交
渉
し
て
も

支
払
頂
け
な
い
場
合
は
公

売
と
い
う
事
で
考
え
て
い

ま
す
。
事
情
は
様
々
あ
り

ま
す
。
悪
質
な
場
合
、
法

に
基
づ
き
徹
底
し
た
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。

問

最
近
、
休
耕
田
が
多

く
見
ら
れ
る
が
、
農
業
の

担
い
手
を
増
や
す
為
の
策

は
。

答

現
在
、
農
業
認
定
者

が
55
名
い
ま
す
。
こ
の

方
々
を
中
心
に
米
麦
に
代

わ
る
新
た
な
農
産
物
の
研

究
や
農
業
経
営
の
大
規
模

化
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
今
後
新
た
な
野

菜
の
作
付
け
等
に
対
し
て

支
援
を
行
な
っ
て
い
き
ま

す
。

特

別

会

計

決

算

下
水
道
事
業

問

下
水
道
の
接
続
普
及

率
は
。

答

県
内
最
下
位
の
50
％

程
度
で
す
。

　

既
存
住
宅
を
対
象
に
、

27
・
28
年
度
の
２
年
間
限

定
で
接
続
の
た
め
の
補
助

金
を
だ
し
て
促
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
の
下
水

道
条
例
で
は
整
備
完
了
後

３
年
以
内
に
接
続
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問

下
水
道
使
用
料
金
の

徴
収
業
務
の
委
託
料
は
下

が
る
の
か
。

答

今
ま
で
は
、
町
で
徴

収
し
て
い
ま
し
た
が
、
群

馬
東
部
水
道
企
業
団
に
委

託
に
な
る
の
で
、
下
が
る

見
込
み
で
す
。

問

下
水
道
よ
り
合
併
浄

化
槽
の
ほ
う
が
維
持
費
が

安
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の

で
は
。

答

４
人
家
族
を
対
象
と

し
た
試
算
で
、
年
間
の
点

検
費
等
を
考
慮
す
る
と
下

水
道
の
ほ
う
が
安
く
な
る

見
込
み
で
す
。

問

下
水
道
事
業
の
借
入

れ
利
息
が
年
間
２
５
３
６

万
と
あ
る
が
。

答

平
成
４
年
に
認
可
が

下
り
、
翌
年
の
５
年
に
事

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
の
借
入
金
で

す
。

　

現
在
借
入
残
高
は
約
13

億
円
で
す
。

県大会に出場する「野崎」チーム
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　人権擁護委員の
　推薦に同意
任期満了に伴う人権擁護委員の推
薦について、意見を求める諮問が
提出され、同意しました。

酒巻　守氏
（千代田町大字舞木）

大谷　惠
さとし

氏
（千代田町大字舞木）

人事

主
な
質
疑

問

ふ
る
さ
と
応
援
給
付

金
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
は
。

答

川
せ
が
き
も
含
め
情

報
発
信
を
し
て
い
き
な
が

ら
千
代
田
町
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
多

く
の
方
に
し
て
頂
き
た

い
。
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
町
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
最
終
的
に
は

定
住
、
移
住
促
進
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
返
礼

品
に
つ
い
て
は
、
来
年
の

春
以
降
精
査
し
、
返
礼
品

を
追
加
し
て
い
き
た
い
。

問

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

事
業
の
Ｈ
Ｐ
更
新
は
具
体

的
に
ど
こ
に
ポ
イ
ン
ト
を

置
く
の
か
。

答

５
年
の
サ
イ
ク
ル
で

更
新
し
て
い
る
も
の
で
、

町
の
行
政
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
町
内
外
に
幅
広
く

情
報
発
信
の
強
化
を
行
う

そ
の
他
の
議
案

予
定
で
あ
り
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

問

人
の
交
流
促
進
事
業

の
ふ
る
さ
と
情
報
配
信
事

業
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答

事
業
の
一
環
と
し

て
、
み
ど
り
ち
ゃ
ん
付
き

屋
外
温
度
計
設
置
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　

春
夏
秋
冬
を
通
じ
て
本

町
の
景
色
と
温
度
表
示
を

取
り
入
れ
、
本
町
の
地
域

情
報
を
全
国
に
向
け
て
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

問

町
長
用
公
用
車
に
つ

い
て
は
新
車
の
追
加
購
入

な
の
か
。
ま
た
ど
ん
な
使

い
方
を
す
る
の
か
。

答

ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
公

用
車
を
購
入
予
定
で
す
。

町
長
の
ほ
か
に
担
当
課
・

局
長
等
も
同
乗
す
る
こ
と

に
よ
り
、
陳
情
・
要
請
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

東
小
学
童
事
業
運
営

管
理
に
つ
い
て
リ
ー
ス
か

ら
設
計
建
築
に
な
っ
た
経

緯
は
。

答

新
規
で
建
築
を
行
っ

た
場
合
に
補
助
金
が
見
込

め
る
事
と
、
地
震
な
ど
の

災
害
を
考
え
た
上
で
、
安

全
安
心
な
拠
点
と
し
て
よ

り
良
い
も
の
を
建
て
る
た

め
で
す
。

問

剪
定
手
数
料
に
つ
い

て
あ
ら
か
じ
め
伸
び
る
の

は
分
か
っ
て
い
る
の
に
、

何
故
補
正
を
出
す
の
か
。

答

低
い
木
に
関
し
て
は

年
間
管
理
に
入
れ
て
あ
り

ま
す
。
高
い
木
に
関
し
て

は
年
間
予
算
に
入
れ
る
と

莫
大
な
金
額
に
な
る
た

め
、
毎
年
計
上
せ
ず
に
苦

情
が
来
た
と
き
に
補
正
を

使
い
優
先
的
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

問

東
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
水
が
逆
流
し
た
原
因

は
。

答

局
地
的
に
大
雨
が

降
っ
た
際
、
女
子
職
員
用

ト
イ
レ
の
浄
化
槽
汚
水
桝

に
雨
水
が
大
量
に
入
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問

上
毛
新
聞
の
広
告
料

と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
。

答

上
毛
新
聞
の
１
面
を

使
っ
て
地
方
創
生
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
宣
伝
す
る
企
画

項 　　　目 補 正 額 補正後予算額
一般会計（第３号） 2億1,186万1,000円 49億8,325万6,000円
国民健康保険特別会計（第１号） 291万8,000円 16億5,985万0,000円
介護保険特別会計（第１号） 5,263万7,000円 9億8,529万6,000円
下水道事業特別会計（第２号） 1,783万7,000円 3億1,560万2,000円

平成28年度   一般会計・特別会計補正予算

で
、
定
住
・
移
住
促
進
を

目
的
と
し
て
町
の
観
光
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
も
の
で
す
。

問

来
年
度
の
新
職
員
の

採
用
状
況
は
。

答

最
終
の
結
論
は
ま
だ

出
て
い
ま
せ
ん
が
、
成
績

の
良
い
順
だ
け
で
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

も
含
め
て
総
合
評
点
で
採

用
し
て
い
き
ま
す
。
人
数

に
関
し
て
は
５
名
程
を
予

定
し
て
い
ま
す
。



審議議案と議員の賛否（第４回臨時会・第３回定例会）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）
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議　員　名 大
澤 

成
樹

酒
巻 

広
明

橋
本 

和
之

大
谷 

純
一

森　

 

雅
哉

川
田 

延
明

髙
橋 

祐
二

小
林 

正
明

柿
沼 

英
己

細
田 

芳
雄

青
木 

國
生

襟
川 

仁
志

議決結果
（賛成：反対）

第４回臨時会
承認７号 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11：0）
議案33号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
第３回定例会
議案34号 平成28年度千代田町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案35号 平成28年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案36号 平成28年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案37号 平成28年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
諮問１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）
諮問２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）
認定１号 平成27年度千代田町一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定２号 平成27年度千代田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認定３号 平成27年度千代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認定４号 平成27年度千代田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定５号 平成27年度千代田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定６号 平成27年度千代田町水道事業会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

議　案　名

専
決
処
分

　

木
崎
地
内
で
の
用
水
路

転
落
死
亡
事
故
の
判
決
に

関
わ
る
専
決
処
分
が
１
件

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
諸
収
入
の

雑
入
に
全
国
町
村
会
総
合

賠
償
補
償
保
険
金
２
６
１

９
万
６
０
０
０
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
と

し
て
、
補
償
、
補
填
及
び

賠
償
金
に
２
６
１
９
万
６

０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

問

裁
判
の
確
定
を
受
け

て
、用
水
路
等
、危
険
箇
所

は
あ
っ
た
の
か
。

答

数
カ
所
、
危
険
箇
所

が
あ
り
ま
し
た
。
補
正
予

算
も
含
め
た
中
で
対
応
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。 715

第
４
回
臨
時
会

そ
の
他
の
議
案

　
「
千
代
田
町
立
西
保
育
園 

園
舎
増
築
工
事
」
に
係
る

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
議
案
が
上
程
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問

設
計
業
者
は
ど
こ
な

の
か
。
何
名
、
収
容
で
き

る
の
か
。

答

株
式
会
社
フ
ケ
タ
設

計
で
す
。
ゼ
ロ
歳
児
と
低

年
齢
児
室
で
30
〜
40
名
程

度
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

建
坪
と
坪
単
価
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

答

建
築
面
積
は
85
・
２

坪
で
坪
単
価
は
１
２
２
万

円
と
な
り
ま
す
。
建
物
の

外
、
全
て
の
工
事
費
用
を

含
め
ま
す
。

問

工
事
費
が
高
過
ぎ
る

よ
う
に
思
う
。
予
算
や
建

築
費
を
減
ら
し
て
、
保
育

園
の
運
営
に
ま
わ
し
た
方

が
良
い
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
は
。

答

１
億
４
２
２
万
円
よ

り
消
費
税
を
抜
き
ま
す
と

９
６
５
０
万
で
す
。
さ
ら

に
経
費
を
抜
き
ま
す
と
約

７
０
０
０
万
前
後
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
園
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

場
の
声
も
聞
き
、
必
要
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

契
約

　
金
額
１
億
４
２
２
万
円

（
消
費
税
額
７
７
２
万
円

含
む
）

契
約
の

相
手
先
新
和
建
設 

株
式
会
社

（
千
代
田
町
大
字
赤
岩
）



そこが聞きたいそこが聞きたい

５議員が登壇５議員が登壇

一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般
における事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、
報告・説明を求め、または疑問を問いただすことをいいます。

ページ 質　問　者 質　問　項　目

10 小林　正明 ①山屋記念図書館の利用者向上策と今後の展開について

11 大谷　純一
①買い物支援対策について
②行財政改革について

12 酒巻　広明 ①なかさと公園等の施設での特産品・物品販売・イベントについて

13 森　　雅哉
①木崎地内用水路転落事故後の対策について
②地方創生加速化交付金を使用した川せがきについて

14 大澤　成樹
①スポーツによるまちづくりについて
②なかさと公園・東部運動公園の充実について
③都市計画道路　町道1-214号線について

一般質問

千代田町議会だより「大河」136号　平成28年11月１日発行9



一
般
質
問　

小
林 

正
明
議
員

小林 正明議員

千代田町議会だより「大河」136号　平成28年11月１日発行 10

幅広いニーズに対応できる
よう心がけます

教育長

山屋記念図書館の利用者向上と  
今後の展開について

が
安
心
し
て
利
用
出
来
る

よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

問　
過
去
５
年
間
の
年
間

利
用
者
数
と
図
書
購
入
費

は
。

教
育
長　
こ
こ
数
年
１
万

７
千
人
程
度
で
あ
り
、
図

書
購
入
費
は
平
成
23
年
度

３
４
２
万
３
０
０
０
円
、

う
ち
交
付
金
が
１
３
２
万

３
０
０
０
円
で
す
。
平
成

24
年
度
が
２
３
０
万
円
、

平
成
25
年
度
が
２
５
０
万

円
、
平
成
26
年
度
が
２
５

５
万
円
、
平
成
27
年
度
が

３
５
０
万
円
、
う
ち
交
付

金
が
１
０
０
万
円
で
す
。

問　
知
の
拠
点
と
し
て
の

図
書
館
の
役
割
と
は
。

教
育
長　
子
供
か
ら
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
方
々

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

利
用
さ
れ
る
図
書
館
で
す

の
で
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
休

み
の
課
題
図
書
の
相
談
や

本
屋
大
賞
な
ど
マ
ス
コ
ミ

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
小

説
へ
の
質
問
、
学
生
な
ど

か
ら
の
進
路
相
談
な
ど
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。

問　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
新

設
の
考
え
は
。

町
長　
図
書
館
ス
ペ
ー
ス

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
常

設
展
示
は
で
き
な
い
の
が

現
状
で
、
町
民
プ
ラ
ザ
等

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
財

政
状
況
を
踏
ま
え
た
中
で

図
書
館
と
は
切
り
離
し
た

形
で
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
に
つ
い
て
は
。

町
長　
将
来
的
に
図
書
館

を
増
床
す
る
場
合
に
は
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
自
動
販

売
機
コ
ー
ナ
ー
等
も
確
保

す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
現

状
で
は
図
書
館
東
側
の
芝

生
広
場
を
休
憩
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
有
効
活
用
で
き
な

い
か
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

読
み
聞
か
せ
や
赤

ち
ゃ
ん
ス
ペ
ー
ス
（
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
）
の
拡
大
の

予
定
は
。

町
長　
読
み
聞
か
せ
は
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
虹

の
会
」
が
毎
月
第
２
土
曜

日
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
、
会
の
終
了
後
は
折
り

紙
や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
お
絵
描
き
な
ど
を
実

施
し
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

に
つ
い
て
は
授
乳
用
ポ
ッ

ト
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ト
イ
レ
に
お
む
つ
交
換
台

な
ど
を
設
置
し
、
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
子
育
て
世
代
の
方
々

町民の知の拠点　山屋記念図書館

　

ど
ち
ら
も
現
在
で
は
ス

ペ
ー
ス
の
拡
大
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。



一
般
質
問　

大
谷 

純
一
議
員

大谷 純一議員

千代田町議会だより「大河」136号　平成28年11月１日発行11

広域路線バスの拡充等で、
利便性の向上に努めていきたい

町長

買い物支援対策について

活
動
で
あ
る
防
災
訓
練
へ

の
参
加
や
各
種
講
習
会
・

研
修
会
を
実
施
し
、
資
質

の
向
上
と
火
災
予
防
な
ど

の
防
火
思
想
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。
防
火
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
町
全
体

の
火
災
等
の
防
止
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
婦
人
消
防
協

力
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
婦
人
消
防
協
力

会
の
地
道
な
活
動
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
交
通
手
段
を
持
た
な

い
高
齢
者
に
対
し
て
食
生

活
、
食
の
確
保
と
い
う
点

で
ど
の
様
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
現
在
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
３
１
３

名
、
そ
の
う
ち
移
動
等
の

不
自
由
な
方
が
約
50
名
い

ま
す
。
大
型
店
舗
や
コ
ン

ビ
ニ
等
の
進
出
な
ど
で
利

便
性
は
向
上
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、昔
か
ら
あ
っ

た
地
域
の
商
店
が
減
少

し
、
高
齢
者
を
中
心
に
買

い
物
弱
者
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
近
隣
市
町
と
広

域
路
線
バ
ス
等
の
拡
充
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
歩
行
補
助

用
電
動
車
等
の
購
入
補
助

金
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
後
は
買
い
物
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
医
療
施
設

等
へ
の
送
迎
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
商
工
会
等
の

各
種
団
体
と
連
携
を
図
り

つ
つ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を

含
め
た
高
齢
者
の
自
立
し

た
日
常
生
活
を
、
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
婦
人
消
防
協
力
会
の

役
割
と
存
在
意
義
に
つ
い

て
問
う
。

町
長　
火
災
予
防
を
通
じ

て
地
域
社
会
の
福
祉
の
増

進
を
目
的
に
、
昭
和
61
年

４
月
に
結
成
さ
れ
、
主
な

問　
町
民
体
育
祭
の
役
割

と
存
在
意
義
に
つ
い
て
問

う
。

町
長　
世
代
間
の
交
流
を

図
り
、
明
る
く
豊
か
な
地

域
社
会
を
目
指
す
と
共

に
、
体
力
の
向
上
と
健
康

を
保
持
増
進
す
る
た
め
、

「
元
気
よ
く
・
み
ん
な
笑

顔
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
の
町
民
が
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
唯
一
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

今
後
も
町
体
育
協
会

等
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

町
が
掲
げ
る
「
生
涯
ひ
と

り
１
ス
ポ
ー
ツ
」
推
進
の

一
環
と
し
て
町
民
の
健
康

増
進
の
普
及
等
を
含
め
、

町
民
体
育
祭
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

婦
人
消
防
が
家
庭
内
か
ら
防
火
意
識

を
高
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
・
多
く
の
町
民
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
体
育
祭
に
し
て
い
き
た
い

町
長



一
般
質
問　

酒
巻 

広
明
議
員

酒巻 広明議員
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販売やイベントを考え、にぎわい
のあるまちづくりを進めたい

町長

なかさと公園等での物産等
の販売、イベントについて

問　
小
さ
い
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
集
ま
れ
る

公
園
や
施
設
で
地
元
の
野

菜
、
特
産
品
等
を
販
売
す

る
の
は
地
産
地
消
で
町
の

Ｐ
Ｒ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　
特
徴
の
あ
る
公
園

施
設
で
特
産
品
の
物
品
販

売
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事

業
等
で
、
な
か
さ
と
公
園

を
活
用
し
、
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
千
代
田
町
魅
力

ア
ッ
プ
・
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ

ン
ト
大
抽
選
会
及
び
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
、
ち
よ

だ
利
根
川
お
も
て
な
し
マ

ラ
ソ
ン
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
試
験
的
に
と
う
も
ろ
こ

し
等
の
野
菜
を
販
売
し
ま

し
た
。

　

販
売
施
設
の
設
置
は
可

能
と
思
い
ま
す
。
販
売
方

法
や
地
元
の
特
産
品
、
住

宅
団
地
、
観
光
名
所
の
Ｐ

Ｒ
も
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
部
運
動
公
園
に
つ
い

て
は
、
物
品
販
売
は
元
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

物
置
に
な
っ
て
い
る
箇
所

を
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

利
用
し
、
販
売
も
可
能
と

考
え
ま
す
。
関
係
部
署
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
た

い
。

問　
な
か
さ
と
公
園
の
来

場
者
を
増
や
す
た
め
に
イ

ベ
ン
ト
、
行
事
等
を
開
催

す
る
の
は
ど
う
か
。

町
長　
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
、
民
間
主
催
に
よ
る
、

な
か
さ
と
公
園
桜
ま
つ
り

が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
活
用
し
て
、
千
代
田

町
魅
力
ア
ッ
プ
・
ト
レ

ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
大
抽
選

会
、
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
を
10
月
23
日
に
行
い
ま

す
。

　

来
年
の
１
月
22
日
は
ち

よ
だ
利
根
川
お
も
て
な
し

マ
ラ
ソ
ン
も
実
施
し
ま

す
。

　

千
代
田
町
へ
の
年
間
訪

問
者
数
は
現
在
の
１
・
５

倍
の
約
６
万
人
が
目
標
で

す
。

　

今
後
も
町
を
代
表
す
る

東
西
の
公
園
、
運
動
公
園

等
を
拠
点
と
し
て
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
官
と
民
が

連
携
を
し
な
が
ら
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
延
長
線

上
に
は
定
住
、
移
住
促
進

へ
結
び
つ
け
、
最
終
的
な

終
着
点
は
住
み
よ
い
町
を

目
指
し
な
が
ら
人
口
増
に

も
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

多くの家族連れでにぎわう「なかさと公園」



一
般
質
問　

森　

雅
哉
議
員

森　 雅哉議員
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危険箇所の除去を順次
進めていきます

町長

町内危険箇所の
今後の対策について

問　
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
を
使
用
し
て
の
28
年

度
川
せ
が
き
に
つ
い
て
問

う
。

町
長　
近
隣
で
の
前
評
判

も
高
く
、
開
催
前
よ
り
多

く
の
人
か
ら
期
待
す
る
声

が
聞
こ
え
、
実
際
に
昨
年

よ
り
も
多
く
の
方
に
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

東
武
線
の
車
内
や
高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
示
を

依
頼
し
た
こ
と
で
、
東
武

線
沿
線
を
初
め
と
す
る
地

域
の
方
へ
Ｐ
Ｒ
効
果
が
出

た
も
の
と
分
析
し
、
今
回

の
加
速
化
交
付
金
の
成
果

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
木
崎
地
内
用
水
路
転

落
事
故
後
の
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

町
長　
木
崎
地
内
用
水
路

転
落
死
亡
事
故
後
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所

を
、
関
係
職
員
が
７
月
初

旬
に
調
査
を
し
ま
し
た
。

全
体
で
７
カ
所
あ
り
、
既

に
２
カ
所
は
改
善
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

工
事
関
係
機
関
と
協
議
が

必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
工
事
の
予
算
に
つ

い
て
は
少
額
で
済
む
場
合

に
は
当
初
予
算
で
確
保
し

た
工
事
費
を
充
当
し
、
大

規
模
な
工
事
で
高
額
な
予

算
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い

て
は
、
年
次
計
画
に
沿
っ

て
危
険
箇
所
の
除
去
を
進

め
て
い
き
ま
す
。　

問　

来
年
の
川
せ
が
き

は
、
町
の
予
算
を
増
や
す

予
定
が
あ
る
の
か
、
例
年

ど
お
り
と
な
る
の
か
。

町
長　
川
せ
が
き
の
予
算

で
す
が
、
住
民
と
企
業
か

ら
の
寄
附
金
と
町
の
補
助

金
を
加
え
て
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
千
代
田
町
の

認
知
度
、
知
名
度
を
上
げ

る
た
め
に
祭
り
の
内
容
を

充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
来
年
度
も
で
き
る
限

り
川
せ
が
き
の
補
助
金
も

充
当
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

千
代
田
の
祭 

川
せ
が
き
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

千
代
田
町
の
認
知
度
、
知
名
度
を
上
げ

る
た
め
に
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す

町
長

問　
今
後
の
魅
力
ア
ッ
プ

や
町
が
発
展
し
て
い
く
た

め
に
川
せ
が
き
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
。

町
長　
次
年
度
以
降
も
近

隣
の
市
町
だ
け
で
な
く
更

に
遠
方
へ
向
け
た
情
報
発

信
を
行
い
、
千
代
田
町
へ

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る

中
で
、
就
職
や
移
住
を
考

え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
川

せ
が
き
と
の
コ
ラ
ボ
や
メ

デ
ィ
ア
戦
略
等
々
も
考
え

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。
川
せ
が
き
を
十

分
に
活
用
す
る
こ
と
で
千

代
田
町
を
全
国
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

更ににぎわいを増した川せがき



一
般
質
問　

大
澤 

成
樹
議
員

大澤 成樹議員
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町民の皆様がスポーツをいつでも
継続的に行えるよう充実を図ります

町長

スポーツを通じての
健康づくりについて

に
つ
い
て
は
大
人
向
け
の

健
康
器
具
の
設
置
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
年
間
を
通
し
て
計
画

的
に
点
検
管
理
を
し
、
不

具
合
箇
所
は
営
繕
の
規

模
、
緊
急
性
を
個
別
に
判

断
し
、
適
時
工
事
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

の
町
民
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
長　
生
涯
に
わ
た
り

年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

す
。
町
民
の
方
々
が
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯
に
わ

た
り
、
行
え
る
よ
う
に
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
運
動
す
る
子
ど
も
を

増
や
す
た
め
の
課
題
と
展

望
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長　
幼
児
や
小
学
生

の
水
泳
教
室
、
親
子
水
泳

教
室
等
を
開
催
し
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ち
よ
だ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
年
間

活
動
し
、
運
動
す
る
機
会

と
場
の
拡
充
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

課
題
と
展
望
に
つ
い
て

は
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
・
誰
で
も
・
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

を
開
催
し
、
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
機
会

も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
と
競
技
指
導
者
の

育
成
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長　

ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
育
成
の
た
め
の
特

別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
群
馬
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
で
は
小
学
４

年
生
を
対
象
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
国
際
大
会
で
活

躍
す
る
選
手
を
育
成
す
る

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
町
は
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
助
成

金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
競
技
指
導
者

の
育
成
に
つ
い
て
は
、
県

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

認
定
員
講
習
会
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
指
導

者
の
方
々
に
講
習
会
の
参

加
を
勧
め
て
い
ま
す
。

問　
な
か
さ
と
公
園
、
東

部
運
動
公
園
の
活
用
、
利

用
形
態
、
今
後
の
維
持
管

理
と
充
実
策
に
つ
い
て
問

う
。

町
長　
な
か
さ
と
公
園
は

完
成
か
ら
16
年
が
経
過
し

て
お
り
、
今
後
は
計
画
的

な
修
繕
や
長
寿
命
化
を
図

り
、
安
全
で
快
適
に
利
用

で
き
る
環
境
の
維
持
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

東
部
運
動
公
園
で
は
、

既
存
の
施
設
に
加
え
低
年

齢
児
童
向
け
の
複
合
遊
具

を
設
置
し
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
ニ
ー
ズ
や
話
題

性
の
あ
る
器
具
を
総
合
体

育
館
に
導
入
し
、
公
園
内

問　
都
市
計
画
道
路
赤
岩

新
福
寺
線
の
植
樹
桝
の
取

り
組
み
は
。

町
長　
植
樹
桝
に
つ
い
て

は
、
最
終
年
度
の
道
路
築

造
工
事
と
合
わ
せ
て
耕
作

地
へ
の
影
響
が
無
い
よ
う

な
樹
木
を
選
定
し
て
植
栽

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

現
状
は
、
管
理
上
耕
作

地
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
防
草
シ
ー
ト
を
張
っ
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

赤岩新福寺線の植樹桝



あなたのご
意見をお聞

かせください
。

会場でお待
ちしておりま

す。

第四
回

第四
回
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会場で

千代田
町

議会報
告会

平成28年　平成28年　1111月 5 日（土）日（土）
　◆開会：午後6時30分～7時30分◆開会：午後6時30分～7時30分
　　　　　　　　◆場所：千代田町民プラザ　1階講義室　　　　　　　　◆場所：千代田町民プラザ　1階講義室
　　　　　　　　　　　　　千代田町赤岩1701-1　☎0276-86-6311　　　　　　　　　　　　　千代田町赤岩1701-1　☎0276-86-6311

平成28年　平成28年　1111月 8 日（火）日（火）
　◆開会：午後6時30分～7時30分◆開会：午後6時30分～7時30分
　　　　　　　　◆場所：千代田町総合体育館　多目的室　　　　　　　　◆場所：千代田町総合体育館　多目的室
　　　　　　　　　　　　 千代田町上五箇600-1　☎0276-86-3012　　　　　　　　　　　　 千代田町上五箇600-1　☎0276-86-3012

千代田町議会事務局　☎0276-86-7009
千代田町赤岩1895-1 ホームページはコチラ▼▼▼　

http://www.town.chiyoda.gunma.jp/gikai/index.htm

©CHIYODA TOWN

お問い合せ先お問い合せ先

議会報
告会

議会報
告会千代田

町
千代田

町



総務文教総務文教  常任委員会  常任委員会  

７月20日～21日　長野県伊那市・新潟県燕市

ICT教育・水害対策を学ぶ

参加者
川田 延明
酒巻 広明
柿沼 英己
小林 正明
大澤 成樹
襟川 仁志
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伊 那 市

　伊那市は長野県の南部に位置し南アルプスと中
央アルプスの二つのアルプスに抱かれ、市の中央
部を天竜川と三峰川が流れる豊かな自然と歴史・
文化が育まれた人口約６万９千人の市です。伊那
市が平成27年度より、市内中学校６校、小学校
15校にてICT教育の環境整備を行うと共に240
台のiPadを導入しました。
　今回は、その中のひとつ伊那市立東部中学校を
視察してきました。理科の授業に参加しましたが、
生徒１人１台タブレット端末を持っている環境で
は、情報の共有がしやすくなります。例えば、生
徒全員の解答を一覧表示し、それをプロジェク
ターに投影することで、聞くだけの授業から生徒
は主体的に授業に参加していました。また、紙の
教科書や問題集に比べて、タブレットの視覚効果

によって生徒は面白く感じることができ、興味を
惹きつけることができる点においてもメリットは
大きいと感じました。
　環境整備には莫大な導入コストが掛かり、教え
る先生には新たな研修の必要もあるでしょう。し
かし、子供たちにより良い環境で勉学に励んで
もらえるよう、今回の研修で学んだことを本町の
ICT教育へ反映させていきたいと考えます。

大澤 成樹　記

燕　市

　燕市は越後平野のほぼ中央、新潟市と長岡市の
中間に位置し、東側に信濃川が流れて古くから肥
沃な土壌と水に恵まれ稲作が盛んで、交通の要所
でもあり、全国的に金属洋食器・金属ハウスウェ
ア製品の主要産地です。明治29年に「横田切れ」
と呼ばれる大水害に見舞われ、明治40年に日本
一水量の多い信濃川の水を日本海に放出する、放
水路「大河津分水路」の工事が始まりました。大

正13年に完成しましたが昭和２年に自
じ

在
ざい

堰
せき

が陥没
し、修復工事を行なったのち昭和６年に現在の可
動堰が完成しました。大河津分水路が完成したこ
とで越後平野での洪水は減少し、洪水時の被害も
小さくなりました。燕市では、120年前の大洪水
がもたらした教訓を風化させることのないよう学
び、先人たちに感謝し、ふるさとを大切にしてい
ます。「自助」「共助」「公助」の意識が高く自治会
による自主防災組織が70％結成されています。ま
た防災リーダー養成講座を開講したり、防災メー
ルを配信するなど防災・減災対策を積極的に取り
組んでいます。
　本町では、自主防災組織が６団体ありますがま
だ少なく、自治会等でもっと広げ「自助」「共助」「公
助」の意識を高め、町民・企業・行政が協力し訓
練や話し合い、洪水ハザードマップの見直しが必
要と考えます。
　「備えあれば　憂いなし」　　　 酒巻 広明　記



福祉産業福祉産業  常任委員会  常任委員会  

８月３日～４日　静岡県長泉町・藤枝市

子育て支援の取り組み・ゴミ減量化を学ぶ

視察研修
レポート

参加者
髙橋 祐二
大谷 純一
青木 國生
細田 芳雄
森　 雅哉
橋本 和之
襟川 仁志
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長 泉 町

　長泉町は静岡県の東部に位置し、南北に細長い
地形をした人口４2,321人の町です。面積は千代
田町よりも少し大きい26.63km2。東名高速道路
と新東名高速道路のＩＣと東海道新幹線の三島駅
があります。その交通の利便性に恵まれた立地に
東レ株式会社や東邦テナックス株式会社などの基
幹工場があり、不交付団体となっている財政の豊
かな町です。
　子育て支援事業としては①平成12年度から役
場機構改革により「子ども育成課」を設置し出生
から中学校までの窓口を一本化。②平成21年度
から子ども医療費の中学生まで無料化（千代田町
でも実施済み）。③平成28年度から幼稚園第２子
以降無料、保育園第２子半額・第３子以降無料。
幼稚園の預かり保育を17時まで延長して夏休みも
預かり保育を実施。以上３点があげられます。
　子ども育成課については、町民からワンストップ

で相談ができると好評を得ているとのことで、場
所も庁舎１階入口に設置され子ども連れでも立寄
りやすく、椅子やデスク、ソファーなどがオレンジ・
イエロー・グリーンなどの明るい色使いで好感が
持てました。
　本町におきましても、取り入れられるものを検
証していくと共に、現在の保育園・幼稚園の運営
体制整備をより一層進めていくことが重要だと感
じました。　　　　　　　　 　　橋本 和之　記

藤 枝 市

　藤枝市は静岡県のほぼ中央、静岡市の西に隣接
し、人口約14万７千人、世帯数約５万８千世帯の
東京と名古屋の中間に位置する交通要衝の都市で
す。また、長期的なビジョンに基づき『４つのＫ』
の推進に努めています。『４つのＫ』とは市民生活
を支える基本となる『健康』『教育』『環境』『危

機管理』の頭文字。『４つのＫ』に全力で取り組む
意志を日本一と表現しています。
　また、藤枝市は人口10万人以上50万人未満の
１人１日当たりのゴミ排出量が692.8グラムと全国
第５位の優良都市でもあります。本町の排出量は
1182グラムで群馬県内ワースト７位、リサイクル率
では県内ワースト５位です。
　藤枝市のように可燃ゴミの中から更に生ゴミを
分別したり、雑紙（ハガキやメモ用紙・お菓子の箱
やレシートなどの細かい紙まで）を分別し、リサ
イクル化しなければならないと感じました。また何
よりも必要なことは町民１人１人のゴミのリサイク
ルに関する意識とご協力だと思いました。町民の
皆様の更なるご協力のもと、ゴミの減量化とリサ
イクル化をよろしくお願い申し上げます。

大谷 純一　記



川田 延明（委員長）
酒巻 広明（副委員長）
柿沼 英己
小林 正明
大澤 成樹

総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会
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主
な
質
疑

問

自
主
防
災
組
織
の

向
上
に
む
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
か
。

答

町
民
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
自
主
防
災
組

織
の
な
い
地
区
に
対
し

て
区
長
を
通
し
て
お
願

い
を
し
た
り
、
出
前
講

座
等
行
政
が
出
向
い
て

話
を
し
て
い
き
た
い
。

問

地
方
公
会
計
制
度

を
導
入
す
る
際
に
、
信

頼
性
を
高
め
る
た
め
公

認
会
計
士
の
監
査
は
考

え
て
い
る
か
。

答

全
国
統
一
の
基
準

に
よ
り
作
成
す
る
よ
う

国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
27
年
度
に
お
い

て
固
定
資
産
税
台
帳
の

整
備
が
完
了
し
て
い

て
、
現
在
は
29
年
度
の

公
表
に
向
け
、
統
一
的

な
基
準
の
新
た
な
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
作
成
に
向
け
事

務
を
進
め
て
い
る
状
況

で
す
。

 

意
見
交
換

    

【
水
害
対
策
に
つ
い
て
】

 

議
員　
災
害
時
で
の
避

難
場
所
及
び
行
動
に
つ

い
て
。

 

執
行
部　
避
難
場
所
に

看
板
を
立
て
て
あ
り
ま

す
。
要
配
慮
者
に
対
し

て
は
、
自
助
公
助
共
助

の
考
え
方
か
ら
細
部
に

わ
た
り
住
民
と
の
連
携

等
に
つ
い
て
再
度
計
画

し
て
行
き
ま
す
。

 

議
員　
大
き
な
災
害
の

時
ど
う
す
る
か
。

 

執
行
部　
行
政
間
の
広

域
的
計
画
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
29
年

度
に
国
交
省
が
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
発
行

を
予
定
し
て
い
る
の
で

参
考
に
し
、
町
も
作
成

し
て
い
き
た
い
。

　

避
難
に
つ
い
て
は
資

料
に
基
づ
き
再
度
検
討

し
ま
す
が
、
広
域
的
な

対
策
と
し
て
館
林
邑
楽

１
市
５
町
で
総
合
応
援

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

 

議
員　
水
害
の
際
、
民

間
の
工
場
や
建
物
等
を

避
難
場
所
に
で
き
な
い

か
。

 

執
行
部　
現
在
サ
ン
ト

リ
ー
の
工
場
等
に
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
。
今

後
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育に

つ
い
て
】

 

議
員　

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
の
パ
ソ
コ
ン

の
機
種
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
選
択
基
準
は
。

 

執
行
部　
教
育
委
員
会

と
先
生
方
11
名
で
検
討

委
員
会
を
開
催
し
決
定

し
て
い
ま
す
。
今
年
度

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
入

れ
替
え
を
し
ま
す
。

 

議
員　
電
子
黒
板
の
導

入
予
定
は
。

 

執
行
部　
ア
ピ
ー
ル
性

は
あ
り
ま
す
が
、
使
い

方
の
面
で
今
は
難
し
い

で
す
。
現
状
は
大
型
の

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映

し
出
し
利
用
し
て
い
ま

す
。

≫主な所管事務について
総務課…自主防災組織の防災力向上について
　　　　平成28年度地域力向上補助金について
　　　　積極的なイベント参加による町のPRについて

財　務　課…統一的な基準による地方公会計制度
導入に向けた取り組みについて

教育委員会…町民体育館改修工事等について

≫防災対策・ICT教育についての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

自主防災組織の訓練の様子



髙橋 祐二（委員長）
大谷 純一（副委員長）
青木 國生
細田 芳雄
森　 雅哉
橋本 和之

福祉産業常任委員会福祉産業常任委員会福祉産業常任委員会福祉産業常任委員会
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主
な
質
疑

問

川
せ
が
き
が
盛
大

に
行
わ
れ
来
場
人
数
も

４
万
人
と
あ
る
が
算
出

方
法
は
。

答

10 

m2

に
何
人
い
る

か
、
ま
た
警
察
や
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
も
と

に
、
人
数
を
決
定
し
て

い
ま
す
。

問

商
業
用
地
販
売
の

進
捗
は
。

答

興
味
を
示
し
て
い

る
企
業
が
数
社
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
契
約
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
協
議
し
て
い

き
な
が
ら
、
早
期
に
契

約
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

問

新
規
工
業
団
地
造

成
の
進
捗
は
。

答

関
東
農
政
局
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

意
見
交
換

    

【
子
育
て
支
援
対
策

に
つ
い
て
】

 

議
員　
子
育
て
相
談
等

の
窓
口
を
一
本
化
に
で

き
な
い
か
。

 

執
行
部　
今
年
度
か
ら

相
談
な
ど
を
一
括
す
る

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
研

究
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

 

議
員　
子
育
て
支
援
の

政
策
は
。

 

執
行
部　

来
年
度
よ

り
、
幼
稚
園
で
預
か
り

保
育
を
始
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
幼
保
の
今
後

の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

【
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
つ
い
て
】

 
議
員　
藤
枝
市
の
ゴ
ミ

の
袋
が
良
か
っ
た
が
。

 

執
行
部　
ぜ
ひ
採
用
し

た
い
と
思
う
が
、
予
算

的
な
こ
と
も
あ
る
の
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

議
員　
業
務
用
生
ゴ
ミ

処
理
機
の
導
入
計
画
は
。

 

執
行
部　
導
入
す
る
に

は
、
大
き
な
コ
ス
ト
が

か
か
る
た
め
、
そ
の
他

の
処
理
方
法
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

 

議
員　
減
量
化
に
つ
い

て
の
政
策
は
。

 

執
行
部　
ゴ
ミ
処
理
に

数
億
円
か
か
る
こ
と
を

町
民
に
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
町
全
体
で
減
量

化
を
進
め
て
い
く
Ｐ
Ｒ

も
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。

≫主な所管事務について
住民福祉課…臨時福祉給付金について
環境保健課…保健センターまつりについて
経　済　課…川せがき結果報告について
　　　　　　産業祭について

≫子育て支援事業の取り組み・ごみの減量化についての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

視察先の藤枝市のごみ袋

　　　　　　企業情報交換会について
都市整備課…ふれあいタウンちよだ分譲状況について
　　　　　　舞木土地区画整理組合保留地の処分状況
　　　　　　について
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会議録は町のホームページからご覧になれます

今号今号の表紙表紙
９月24日に東小学校で運動会が行われました。
児童の皆さんが練習の成果を十分に発揮し、白
熱した競技が展開されました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

代表者 横塚 千鶴子さん（上五箇）
　「虹の会」は平成４年に結成さ
れ、会員数15人で現在40代～
60代の子育て経験者を中心に、
山屋記念図書館をはじめ、小学校、
幼稚園、保育園、児童館、保健セ
ンター、自立支援センターで定期
的に赤ちゃん、子供たち、そして
お年寄りに読み聞かせ活動を行っ
ています。
　図書館では、毎月第２土曜日の
午後２時から、子供たちの年齢に
合わせ、季節を感じる絵本や紙芝
居などを選び「子供たちに本で伝える」、「本を好きになってほしい」そんな思いで、やさしく、アットホー
ムな雰囲気の中、読み聞かせを行っています。12月にはクリスマス会を開催して、折り紙や絵を描い
たりもしています。一緒に活動してくれる人も大歓迎なので、一度遊びに来てみませんか。

次回の定例会は、

12月８日（木）～12月15日（木）の予定です
　　　　（一般質問は初日の午前９時からです）

千代田町の

元気の源
Vol.30

 　“子供たちと一緒に楽しく読み聞かせ” 　“子供たちと一緒に楽しく読み聞かせ”
読み聞かせの「虹の会」


